


































































































































































































































































（５） Gustav Radbruch, Einführung in die Rechtswissenschaft, 11. Aufl., 1964, S. 258, S. 264.
（６） 日義博『読書と人生』（専修大学出版局、２０１１年）１５６頁以下。
【追記】 本稿は、２０１４年５月３日、中国の成都市にある四川師範大学法学
院において講演したものである。講演は、土曜日の夜７時３０分からの開始で
あったにも拘わらず、２００名を越える学生諸君並びに多数の研究者、実務家が
講堂に参集され、満席状態であった。当日の講演のテーマは、中文表記では「日
本大学的法学教育」とされていたが、本稿の内容を的確に捉えた訳文であっ
た。
講演会は法学院長の唐稷堯教授の司会の下で進められ、通訳は張光雲副教授
（専修大学で博士（法学）の学位を取得）が務めた。学生達は、講演を熱心に
聴くとともに、多数の質問を積極的に提示した。司会者の唐教授が質問を打ち
切らなければ、夜の１０時を過ぎてもなお討論を続行しそうな、熱い眼差しの学
生達に囲まれた講演会であった。学生達の真摯な眼差しは、私にとって最高の
贈り物であった。
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